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日本海中部地震震源域深浦小丘列の地形・地質
と周辺海底の熱水現象調査

八島邦夫＊1

水路部は1984年に「拓洋」により日本海中部地震震源域付近の調査を行い，小丘

列（深浦小丘列）の存在を確認するとともに第３深浦小丘から熱水性の可能性のあ

るマンガン酸化物片を採収した。このため，「しんかい6500」により第３小丘周辺

の熱水現象と小丘の起源を探るための爾査を行った。

主な調重結果は以下のとおり。

（1深 浦小丘列は久六島周辺海域等での最近の知兇から第四紀の島閲型火山（アルカ

リ玄武岩）との想定もなされたが。第３小丘から採取された岩石のK-Ar 年代，化

学分析成果は６－７Ｍａのソレイアイト玄武岩を示し。それらとは起源や年代を異

にする比較的古い崋成火山群である可随性が強まった。

｛2｝小丘周辺の海底には多数の黒色斑点と魚，イカの死骸がみられ，通常の海庭瞬境

と異なることを示しているが，心接的な熱水現象は確認できず，「拓洋J 探取のマ

ンガン酸化物片の起沌は依然ナソのままである。

Submarine  Topography,  Geology  and Hydrothermal  Phenomenon

Research  around  the Hukaura  Hill Chain  in the Epicentral Area

of  the 1983 NIHONKAl-CHUBU  Earthquake
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On  26  May  1983,  a  great  earthquake  occurred  in die  Japan  Sea  with  a

magnitude  7.7. The  Hydrographie  Department  carried  ouc  topographical,

geological  and  geophysical surveys  by  the Survey  Vessels "SHOYO"  in 1983

and  "TAKUYO"  in 19S4. On  (he occasion  of (he survey  by  "TAKUYO",  a

small  linear hill chum  (Hukaura  Hill Chain)  was  revealed  on ihe flat floor of

(he  Japan  Basin, and  fragments  of manganese  concretion were  dredged  from

(he  No.  3 HuVaura  Hill 128  meteis in height, being  part of the hill chain. The

chemical  and  mineral  composition  of the samples  are similar to those of  liyd-

rothermal  manganese  oxides reported  in the Izu-Ogasawara  area. Therefore,

there  is a possibility thai the samples  dredged  from  (he No.  3  Hukaura  Hill

are  also hydrothermal  manganese  oxides. However,  hydro(hcrmal  activities

had  nol been  recognized  directly so far in Japan  Sea, arid the detailed Inves-

(igations were  required.
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Thus,  this dive ("SHINKAf  6500" Dive54) aimed  to confirm (he expected

hydrothermal  phenomenon  and to research the origin of the hil) chain.

Main  findings are us follows '

L  Occurence  and distribution of the manganese  concretion and direct proofs

of  hydrotbennal phenomena  were not found, and the origin of the samples

dredged  by the uTAKUYO"  is still unknown

However,  many  black colored patches and fish carcasses were observed

around  the No. 3 Hukaura  Hili, suggesting (he existence of extraordinary

phenomenan  in the sea-beds.

2, Chemical composition and the age by the K-Ar  dating method  on the rock

obtained from the top of the No. 3 Hukaura  Hill indicate that the hill is

composed  of tholcite basalt of 7.01 ± 1,13, 6.26 ± 0.98Ma in age.

3. Judging from the topographical characteristics, chemical composition and

K-Ar  ages  of  a  sample  rock, Hukaura  Hill Chain  seems  to  be  a

monogene/ic  voleano group and its origin should not be younger than 6Ma

１．調査の背景と目的

1983 年５月26 日に秋田県 能代 西方約叨km の

j10°21.m  139 °04.G’Ｅ，深さ14km を震源として

発生した日本海中部地震はマグニチュード ７．７

でE1本海を震源とする地震としては酘大騙のもの

であった。また。この震源域のあるIEI本海東縁郤

は新しいプレート境 界であるとの指摘（小林，

1983 ； 中村. 1983) なされるなど注目を築めて

いる海域である｛図 ｝】。

水路郤は地震 発生 後の1983 年5 Jlj－6 月及び

1984年７～８月に震源域41近の海底糾査を，それ

ぞれ剛最船「IK津」，「拓洋」により実施した。こ

の調査には深海用音物測深機（121《Hｚ）， シービ

ームによる測深，エ アガン（シングルチ ャンiヽ

ル， マ ル チ チ ャ ン ネ ル）， 表 層 探 査 装 置

C3.5Kllｚ）による脅波探査，地磁気渕j11.爪力測

暈等が侠施され，その詐剥は覯|藤ほか（1986）に

記録されている。

この「拓洋」のシーピームによる調査の際。震

源のほぽ北，約30～10km の九六海詢西方におい

てi匆北方lil」の小丘列1 深浦小丘列｝の存在が崘認

された。この小阮列の３つの小阮においてチェー

ンバック擶ドレ７ジによる採泥が試みられ，その

】つ で あ る 第 ３ 深illl小 丘 （j10‘4｛｝｡8’Ｎ，

139°01.5’Ej から 最人権10c・ のXM 色のマ ンガン

酸化物片が探収された（写真 ）】。 採取されたマ

ンガン酸化物片は地貿調査所横ll:1節哉氏の分析に

よると鉱物組成は10Å７ンガナイトと？Åマンガ

ナ イ トで あ り， 化 学机 成 はMn 37.88 ％，Ｆｅ

0.27%,  Cu 24 叩ｍ.Pb 5 卯nl以下, Za  46pp。，

Ni  52ppni, Co 36pp 扁である。鉱物組成や化学組

成からみると。このマンガン酸化物片は伊豆・小

笠原海域（ｙｕasa・Ｙｏｋ・la, 1982) において熱水

性のマンガン酸化物とされているものに良く似て

おり，肱物の組み合わせ，微鐙金属元素含有鼠が

低いこと. Ｍｎ/Fe 比か非常に高いことが。 水成

のマ ンガン団塊と は災な る特匱（湯浅ほ か，

1983）で，熱水性のものかどうかの判定は難しい

が，化学組成，鉱物組成からみると熟水性のもの

である可能性かある（加藤ほか｡ ）986）とされ

た。

この海域には深illMヽ 丘列のほか，佐破海倡北

部，酘」哨･状海盆北部，九六海脚などにもi im状

の小丘辟がみられ（図 ２， ３）， また日本海盆下

には火成冫;のＲ人とみられる音響的鵡盤の高まり

がi訖められるなど火成活動を示唆する材科がみら

れ｛力||藤ほ か，198G｝，さらに小丘列東方の久六

鳥岡辺海峨での熱水性沈澱物からなる変色域の報

告（福留・【lift･，19883 ， 久六島西方海域での弟

ii紀火|||存在の可能性の指摘（佐藤ほか，1986 ；

,lμEIほか，1988J がなされるなど。火成活助に伴

う熱水性の沈澱物の生成も十分考えられた。

しかし，こ れまで日本海においては111視観簾な

どによって111:接的に熱水活動が確認されたことは



図1　19 ＆3 年 日 夲 海 中 部 地 震 震 沌 域 付 近 の 海 底 地 形

Fig.  1　S 心mal･ ㎞ｅ tｏｐｏｇ･allhｙ ill the vicinily 01 I he epicenll･;11 arｅａ ｏr ihc 1983 N ⅢONKAI･ ＣＨＵ･

Bll eal･Ihquake.
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図２　 表層探 査装置(3.5KHz) に 記 録2! れ た小丘のサ

イドエ コー｛昭洋, 1983) と対 応する シーピ ー

ムコンター｛拓洋，1984 ｝

F*. 2　Hill lapography ｛ｓide-ｅｅｈ・｝on lhe 3. ５ＫＨｌ

subtottom profiler C “SHOYOI1 11 1983 ）ａｌｄ

the　corresponding　 ｓea　　　beam contoii 「

（“ＩＡＫＵＹＯ’･ in 1984) .

400km 以上の長さを持つ奥尻海嶺が南北ないし

北北東一南南西方向に走る（八島ほか，1982）。

前者は大和海盆の東緑をなし，後者は日本海盆の

良縁に位置し，鮮新世ないしそれ以降に迎断層運

動によって形成された（玉木lj か，1981 ； 玉木｡

1984）と推定されている（図１）。

佐渡海敬の北部には海嶺北端を取り巻くように

麗径２ｋＥ前後，比高500 ～6【】Om前後の円錐状の

小丘鄒がみられる（佐渡海嶺北部小丘群）。

一方。奥尻海嶺の西側斜面は比高釣1500・の急

斜而をなすが。九六島の西方では西北西に張り出

し（久六海脚），この久六海耨西緑付近にも鉈径

1.5km 前後，比商5（）Om前後の円錐状の小丘群が

みられる（久六海脚小丘群）。

雁 行する佐渡海嶺と奥尻海嶺の 間には水深2

500－2700m の最上舟状海盆がみられ，その平坦

面は水深約3300m の日本海盆に開口する。この

向･状海盆末端付近にも雜径ｌｋｍ前後，比高500

～1000m の円錐状の小丘群（最上舟状海盆北部

小丘群）がみられる。この最上舟状海盆の日本海

忿間口部付近に杓17km に亘りほぽ南北方向に配

列するのが深浦小丘列で。麗径500－1500・，比

商50 ～130m ，円錐状の形状を持つ ５例の小丘 か

ら成る。ここでは便宜上，北からI軻へ。第１深浦

小丘－第５深浦小丘と呼称する（図３）。

２．２　海底地質構造

海底地質構造についても加藤ほか（1986）に記

載されており。これによると以下のとおりであ

る。

日本海中部地震の震・ 域刹･近には佐渡海嶺や奥

尻海嶺の西秘に沿うように長さ10～20km の断層

が分布する。各々の断層は短いが，その分布は逆

くの字状を示し，日本海中部地震の余震の分布域

（東北 大学理学部地１ 予知観測 センターほか，

1983）と良い対応を示し，全体としてみれぱーつ

の断層列あるいは楞造繃とみることができる。

また，音波探査の結果によると佐渡海嶺，久六

海脚といった地形的高まりの区域は基盤（音響）

の高まりに対応し，両者に狭まれた最上舟状海盆

の区域の基盤は低くなっている。一方，日本海盆

の地形はきわめて平坦であるが，海底下の基盤の

起伏は激しく，火成岩の貫入によると推定される

基盤の高まりがみられる。

なく， また，深浦小丘列の形成年代・成因等につ

いても直接的なデータはなかった。

このため，潜航調盗は小丘列を含む周辺海底で

の熱水現象の布無等を祥細に鯛査し，「拓洋」が

探取した鳳色のマンガン酸化物片の起源を明かに

するとともに小丘地形の観察，小丘列を構成する

岩石のサンプリング等から深浦小丘列の形成年

代，成因を明らかにすることを目的として行っ

た。

なお，本論で呼称する小地形名はすべて仮称で

ある。

２．調査海岐周辺の地形・地質

２．１　地 形

調査海域のある日本海東縁郤は海嶺，海盆が交

互に発達する複雑な地形の大陸境界地と呼ばれる

地域で，比較的新しい時代の傾勁運動により形成

され，現在も連助は継続している（茂木・佐藤，

1975 ;佐蘢・茂木，）975｝と考えられている。

日本海東縁部には佐岐島から日本海中部地震の

震源域付近 まで200k。以上の 長さを持つ佐渡海

備と震雌位置付近より北海道積 丹半島 沖まで



図3　19M 年 の 「 拓 洋 」 の 測 量 で 作 成 さ れ た 深 浦 小 丘

列 付 近 の 詳 細 な 海 底 地 形

Fig,  3 Detailed balhy ｎｌｅtry around the ll ｕka111･a Hill

Chain ，pllepal･cd by lhe sllr ｖey ｏr ¨TAKUYO ¨

in 1984.
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３．朗 査 結 果

３． １　潜航鯛査の概要

潜航調査は ６月２日にDive 54 として行われ，

潜航の主な配録は表１のとおりである。

潜航調査に先立っては母船「よこすか」のマ ル

チナロービーム測深機（フルノHS-10 ）により，

潜航海域付近の精密海底地形鯛査及び潜水艇のポ

ジショニングを音響航法であるLBL  (ロングベ

ースライン）方式で行うために， 第３深浦小丘周

辺に３個のトランスポンダを設世した。

潜航調査の航跡は図４に示したように第３深浦

小丘の西，約9（Ｘ）ｍの地点 （水深3256m ） から東

の方向に山頂に至るコースで約６時間におよび，

この冏，小丘周辺海底の目視観察とサンプリング

バスケット（門馬式）による黒色の斑点状の底質

表1　Dive  54の概要

Table l　Summary cl Dive 54 ，

｢ｇＭ ｒしんかい65(ｙ)｣()IVE54 の航 跡

Fig. 4　TI･acklines ｏr ･` SⅢNKAI  6500"

68

の採取と小丘の譫，山腹，山頂の３か所でグラバ

によゐ小丘榊成岩石の採取を試みた。

３．２　潜航調査結果

3.2.1　 第３深浦小丘の地形・地質

第３深浦小丘は，「柘洋」のシーピー厶。「よこ

すかJ のマルチナローピーム測深機で描画される

同心円状の等深線や地形名称の丘というイメージ

とは異なる平坦な海底から平均傾斜約20度で聳え

立つ急峻な山であった。全山に亘りあつく泥に覆

われているが（10c・ 程度？），絶壁状やoverhang

状をなすところもあ り，岩が露出しているところ

もある（写真２）。露出する岩石は山麓から山頂

まで茶褐色をした同一の火成岩であるように思わ

れ，LI』頂から拝取された岩石の分析結果は後述す

るように水中唄出のソ レイアイト玄武岩であっ

た。

な お。 小 丘 の山 頂 水 濠， 比 高 は そ れぞ れ

3135m,  128m  (「し ん かい6500 」の深度ll･によ

る），麓徑は800●であり，小丘の11』頂にはテミス

トと呼ばれる甲殻類が多数みられた。

3.  2.  2　 小丘周辺海底の性状

小丘周辺の海底は きわめて平坦かっ泥質で。約

３畤冏半にわたる海底の目観観察の結果。小丘周

辺の平坦面では底棲生物はきわめて少なく，かな

り広範囲に亘って径数cm ～10crｌ觀度の多数の黒

色斑点 が倣在し，また魚やイカの死骸も硅認でき

た。

なお，第３深浦小丘の南・北海底，第２深浦小

丘の南創海底は海洋科学技術センターの松本氏に

よる調査(Dive 53 ， 55，56｝ も行われ，こめ際

にも多数の黒色斑点，魚やイカの死骸が確認され

ている（写真３，４）。

しかし，熱水の噴出や熱水性マンガン酸化物片

の分布（堆積）など直接的な熱水現象は確認で き

なかった。

3.  2,  3　 岩石の分析結果

写真５は|］|頂を捐成する岩体からグラバにより

採収した人きさ2j10×150×150  (mm) の岩石であ

る。

薄片観察分析，化学紐成分析。年代測定結果の

概要は以下のとおりである。

薄片観察結果によるとi白【径 】ｓｍ前後の多数の

空隙がみられ， スメクタイＨこ変質している部分

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Ｓ●ａ Res. ｛lg923



が多かった。化学組成分祈（全岩分析）の方法及

ぴ分析結果は表２のとおりで，水中噴出のソレイ

アイト玄武岩であった。

採取岩石の年代測定はK-Arg で行った。この

洲定方法は岩石・飲物からのＡｒを抽出・精製と

Ａｒ同位体比の湧|定及ぴ Ｋの定量に分けられ，測

定試料は60～80メ・シａ に笙柆した全岩試水Fを用

いた。測定結果は表 ３のとおりで7.01 ±1.13Ma.

6.26=10.98Ma という隹力9咢られた（表３）。

４．考　　 察

深ilM･丘列の地形・地質と小丘列周辺の熱水現

象の２つに分けて考察する。

４．１　深浦小丘列の地形・地貿

深浦小丘列の成因についてはＭｕd Volcano, 熱

水マ ウンド，変勸地形（地滑り） も想定された

が，小丘地形の形状，構成岩石の化学組成なとか

ら，単成火|lj群であることはほぽ確実である。

しかし，小丘の形成年代や構成岩石の化学組成

については久六鳥周辺海域等（図５）でａ 近得ら

れた知見等から第四紀の島弧型火LI』（アルカリ玄

武岩）も想定されたが，年代については６～７

Ｍａ，化学組成についてはソレイアイト玄武岩と

いう結果力9萼られた。

表 ２　 岩 石 サ ン プ ル の 化 学 成 分

Ｔａｂ】e2　Ch ㎝ical collpo ｓilion Qf ｒＱｃｋ sample.

表 ３　 岩 石 サ ン プ ル のK-Ar 法 に よ る 年 代

Ｔａｂｌｅ ３　 Ａｇｅｏrｒock sample by the K 一八「

daUng method.
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図 ５　 八IF 田 一 岩 木 火 山 纖 沿 い の 火 山 一 構 造 図

櫑 留 ・ 山 科 （1985 ） を 改 変 ， Ξ 角 形 ： 第 四 紀 火

山 ， 実 線 ： 翻 留0964 ） に よ る 東 西 方 向 の 大 山

縫 ， 円 ： 熱 水 活 動 及 ぴ 温 泉 箇 所 ， 破 線:1983 年

日 本 海 中 部 地 震 余gl 域 ， 楕 円 ： 黄 色 斑 点 分 布 域 ，

星 印 ：HF-U 地 点

Fig. ５　 Ｖｏｌｃａｎｏ-1虻lelic map along lhl Hakk ●da-lｗaki

volcanic line.r ｅtｏｕc●ed to Fukudonie ・

Yamashina  (1985)  .  Triangles : Ｑuａtｅｒａａry

ｖＯＩｃａｎｏ、Solid lines : Ｅ-Ｗ trending voLcanic

line ｏｆ Ｆｕk ●dQme （1984 ）. Ｄ０４ｓ : Site ・l hyd･

rｌther ｍｌｌ activity and hel spring. Ｂ帥ｋｅｎｌｉｎｅｓ

:ilt ｅr shock reien ol the 1983 NIHONKAI-

CHUBU ｅａrlhqlake. Ellipses : di ｓtrib●１１０１ ａrea

ef lhe yello ｗ colorcd palc ●ｅｓ， Slaｒ 譜ａrks :

HF-11 ｓlalio酋．

まず。周辺海域で得られた知見から述べる。

久六鳥は 艫 作埼西北西約30km ，濠潘小丘列の

東南東， 約45km にあ り，盛谷｛1968｝，柵留・

山科（1985），田中ほか（1987），海上保安庁水路

部（1992）ほかの報告がある。　　 ・

盛谷（1968）は久六鳥を構成する岩石は輝石安

山岩ないし石英安山岩の火山砕屑岩類で岩相上の

類似から深柵地娘の大戸瀬層中郎ｌ 沢辺安山岩

（新第三紀中期中新啻）に対比されるとした。

しかし，福留 一山科0985 ）は盛谷（1968）が

かんらん石含有普通岬石紫蘇輝石安111岩の集塊岩

として紀載した岩石と同一層準の試料について化

学分析, K-Ar 一法による年代側定を行ったとこ

ろ，こ れらはア ルカリ玄武岩で，年代は1.5Ma

という仙ｉql･られたという。さらに久六鳥西方約

1.S－2k ｓ の海底で熱 水性沈澱物 から成る変色

域を発見し，変色域ではガスも湧出して熱水活助

は現在も縊いていることを報告した。これらの原

因としで福留・|||科｛1985｝は東北IEI本弧に|よ少

なくとも８列の東西性火|｡11列が認められ。その1
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つである八甲田一岩木山列の西方への延長線近く

に久六鳥及びその周辺海域は存在し（図 Ｓ），比

軟的新しい時代 （第四紀？）に火山活動が起こ

り，その噴気活動の名残りのガスや熱水が翻出し

ている可能性を指鏑した。

また，田中ほか（1987）は久六島西方の急斜面

を『しんかい加00』による溜航翻査を行ったとこ

ろ，大量の新鮮な玄武岩貿礫が広く分布している

ことを観察し，比較的新しい時期の火山活動の存

在を示唆した。

一方，佐藤ほか（1986）は1985 年 ７－ ８月の

ＤＥＬＰ･85 日本 海航海にお いて艫作崎西 北西約

70km のHF-11 地点 （40°42'N, 139"03'E, 水深3

320m ； 図 ５）で表層探査茨置(3.5KH*) による

音波探査，地殻熱流最測定及び底質の分析を行っ

たところ，気体または個体より成る噴煙状の反射

（図６）や比較的大きな然流量を確認したという。

そしてここで採取された火山砂は柬北日本弧では

最もアルカリ質で，朿北日本火II］昏の背弧側延長

の火山に由来する可能性があり，この周辺にこれ

らの火山灰を噴1,Uさせた第四紀火111が存在する可

能性がきわめて高いとした。

さらに吉田ほか｛1988｝ はこの地点で得られた

試科（火||｡|砂）の光量子放射化法などによる全岩

主成分分析並びに徹量成分元素分析を行ったとこ

ろ。これらは,Ｑ海火山列火山特有の性格 を有し。

|滅 ６　HF-llMuS に お け る 表 川 探 査 斐 置e3.5KIl ｚ） の

配 録

佐E・ ほ かIIgSj に よ る ．|ﾇ15 参 照

Ｆｉｇ.6　Ac911sljc ，･ｅｃ９「,113.51 くＨz s,lbbllo 」● pr･liler）

aｔrｏss IIF- 】l slatｉｏｎ，;Irter Salo el a  I. 119861 .

Stｆ Ｆｉχ 5.
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この火Ill砂を喰出させた火山は東北本州弧第四紀

火山のうち最も背弧側に位置する島弧火11」である

と位置づけた。

海上保安庁水路郤（1992）も沿岸の海の基本図

7久六鳥」の調査を実施し，久六島が位置する水

150 一一】00．平坦而の西端に位戳するすり鉢状の

凹地は海底火山の火口（図？）であり，周辺海底

で採取された軽石は変色も認められない新鮮なも

のであることなどから，周辺海底に第四紀火山が

存在する可能性を指櫚している。

今回，採取した岩石の年代測定を行ったIく-Ａ「

法の|閊超点については兼岡｛1991｝ の陥文があ

る。これによるとＫ-Ａｒ法は海洋底岩石の年代側

定に大変有効な洲定法であるが，試科が変質を受

けると，それまで岩石中に蓄積されてきた■|0Kか

ら壊礎して生じた放射性起源.ｌｏＡrが失われたり。

海水の影響で Ｋが岩石中にしみこんだ りする。

いずれの髟蓼も，災際の岩石が噴出してからの年

代に対して，得られたK-Ar 年代は若い値をだす

ように作用する。ドレッジにより海|」｡|などから採

取されたものは，その岩石が長い閧海水にさらさ

れていれば程度の差はあれ，必ずといって良いほ

ど変質を受けている。このため，得られた年代は

その試科の噴出年代の最小値を示すと考えた方が

無難であるとしている。年代測定を用いた試料は

１個であり，以上のような闘閣点を持つK-Ar 法

のみの測定であることから断定的なことはいえな

いが，第３深浦小丘は厚く泥におおわれ，採収岩

|爿 ７　 久 六 島 周 辺 の 鳥 瞰I 刈

Ｆ吮.7　Bjr （|゛s-ｅyや?ie ｗ in ihe vicinity ｏr lh<? Ky  urokU

Island.

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea ＲｅＳ. （1992 ）



石はスメクタイトに変質していることと合わせ。

その噴出年代は比較的古く第四紀以前に遡る可能

性が強い。

このことから，第３深ili小丘を構成する岩石は

久六島周辺やHF-11 で採収された火11j灰を噴出

させた火山とは起源や年代を異にするものである

可能性が強まった。

いずれにせよ，深浦小丘列の起源（噴出）は東

北日本弧や費弧海盆の地形・蛆貿発達史のなかで

どのような意味を持っているのか？　これらの解

明は今後の凝題である。

４．２　深浦小丘列周辺海底の熱水現象

小丘周辺には，多数の黒色斑点や魚やイカの死

骸がみとめられた。通常。海底には魚の死骸がみ

られることは肴（河非・石橋，1986）といわれ，

小丘周辺は通常とは異なる海底環境にあることを

示している。海洋科学技術センターは地震直後に

今回の調査区餓のやや北銅|』で曳航式カラーテレビ

による海底調査を行ったか，ここでは多数の黄色

から棍 色の斑点が確認された（図 ５）。・ 田ほか

（1987）は地震を起こした歪力により海底に存在

する物質が喰出した可能性が強く，さらに低温性

の熱水唄出の可能性をも示唆した。今回確認され

た黒色斑点は，これらの黄色斑点か変色したもの

のようにも思われる。

しかし，熱水性マンガン酸化物分布の確認，熱

水の噴出など直接熱水活動に結ぴ付く現象は確認

で きず，「拓洋」が採取したマンガン酸化物片の

起源は依然ナソのままである。

５．お わ り に

深丿甫小丘列は久六鳥周辺等で最近得られた知見

等から第四紀の島弧型の単成火ljl群であること も

想定されたが，採取岩石の化学分折や年代測定結

果からそれらとは起源や年代を異にする単成火111

群である可能性が強まった。

小丘周辺でみられた黒色斑点はIEI本海巾部地震

の萱力により海底物貿が11t出した黄色斑点の変色

したものである可能性があり， 魚やイカの死骸の

分布など小丘周辺は通常の海底環境とは異なって

いることを示唆しているが，「拓洋J 探取のマン

ガン酸化物片の起源は依然ナソのままである。

深浦小ｉ.列の活助や「柘洋」探取マンガン酸化

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ.g1992）

物片は東北日本弧や背弧海盆の地形・地質発達史

のなかでどのような意味を持っているのか？　こ

れらの解明は今後の課題である。
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写.良 １　 弟 ３深 浦 小 丘 付 近 で 探 取 さ れ た マ ン ガ ン 酸 化

物 片

Ｐｈｏｌｏ １　 Ｍａｎｇａｎｅse cxide concrelion dredged at the

No.  3 Hllkal,ra Hill.

Iluka ｕl･a Hill.

Dive53 1 鰐航 肴 松 本端氏による

P1101χ｝3 Black f｡| 。I･･≪1 palclleｓ al･ciund lhe 陶｡3

1･l●kall】･a 11111.

Dive 53 0bｓl,r､･el･ Ｔａｋｆslli Mniumoio

Proc.  JAMSTEC Ｓymp ， Deep Ｓｅａ Ｒｅs. 419923

写瓦５　第３深浦小元ILI頂で探取された岩石

Photo 5　Ro ζk obtained lronl lhe lop of the N0. 3

Huk 加l･a Hill.
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写 真 ４　 第 ３ 深 瀘 小 丘 で み ら れ た 魚 の 死 骸

Dive 53 潜 航 老 松 本 剛 氏 に よ る

PhQt0 4　Fish carca ｓｓｔｓ arｏｕａｄ ｌｈｅ No.  3 Hukaura

1111】.

E)ive530b ｓｅr､･ｅr Takeshi Matumoio
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